
ブラジル連邦共和国

神奈川県および山梨県の教員

海外研修先

撮影：2019年度教師海外研修（ブラジル）同行者

主 催 ：独立行政法人国際協力機構 横浜センター（JICA横浜）
後 援 ：文部科学省、外務省、神奈川県教育委員会、山梨県教育委員会、

横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、相模原市教育委員会

対象教員

2023年度 JICA横浜

教師海外研修募集要項

多様性が尊重され、多文化が共生している社会・文化
～ブラジルで感じて、教室へ届けませんか？～

2023年7月30日（日）～8月12日（土）海外研修期間



教師海外研修とは
教師海外研修は、実際に開発途上国を訪問することで、開発途上国が置かれている現
状や人々の生活、国際協力の現場を視察し、その経験・素材等をいかした国際理解教
育・開発教育実践のための研修プログラムです。

JICA横浜2023年度教師海外研修のねらい

（1）JICA横浜教師海外研修テーマ「多文化共生と移民」

今回の研修先であるブラジルは多文化社会と呼ばれ、様々なルーツを持った人々が暮
らしています。日本からブラジルへの集団海外移住は1908年に始まり、これまで約25万
人もの日本人が移住し、現在ブラジルに日系人が200万人ほどいると言われています。

今年の海外研修では、異文化との出会い、葛藤、困難、協力、希望を経験してきたブラ
ジル社会や日系人と触れ合うことで、多様性が尊重される社会・多文化が共生する文化
への理解を深めて、そのような社会・文化づくりへのご自身および次代を担う子どもたち
の参加促進の手だてについても考えていただきます。

（2）ワークショップの作成

参加者でチームを作りブラジルでの経験をいかしたワークショップをつくって頂きます。そ
のため事前事後研修では、ブラジルや日系移民、国際理解教育や開発教育で使われる
参加型学習について、学んでいきます。参加者には、2月～3月に予定している報告会で
ワークショップを一部披露して頂く予定です。

所属される学校に日系人や外国とつながりのある児童生徒、自己肯定感に悩む
児童生徒がおり、多文化共生やインクルーシブ等について理解を深めたい方

国際理解教育や開発教育を通した参加型学習や深い学びに関心があり、実際に
ワークショップや教材を作成してみたい方

事前研修とは？
派遣国の基礎知識、健
康/安全管理、教材研
究の方法などを学び、
海外研修と帰国後の授
業実践のための準備を
行います。

事後研修とは？
ブラジルでの海外研修
全体を振り返りつつ、そ
こで得た体験や資料を
基に、教材・ワーク
ショップ作りにチャレン
ジします。
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こんな方におススメ！

現地研修では…
JICA海外協力隊活動現
場、現地の学校視察、
日系人との交流や、現
地マーケットでの素材収
集等を行います。



研修日程
注）海外研修の日程は諸事情により前後する場合がありますので、ご了承ください。

応募資格 次の条件をすべて満たす方

① 神奈川県および山梨県内の小学校・中学校・高等学校等に勤務する教員（公私問わず）、教育
委員会の職員であること。

② 授業もしくはクラブ活動等で国際理解教育・開発教育を実践されている方、もしくは、帰国後、本
研修の経験を実践に活かせる方。

③ 本研修の趣旨・目的を十分理解し、国内で実施される事前事後の研修、海外研修および報告会
の全日程に参加可能であること。

④ 原則として、応募締切り時、満50歳以下であること。
⑤ 所属校の校長の推薦があること。

⑥ 海外研修に際し、健康上の支障がない方（既往症や治療中の疾病、傷病がある場合、応募前に
主治医と十分協議すること。場合によっては、医師の診断書を提出していただくことがあります）。

⑦ 教材づくり等、他の研修参加者と協働して研修に取り組めること。
⑧ 今後、JICAが実施するエッセイコンテスト等の開発教育支援事業に積極的に参加、協力可能なこ
と。

⑨ 過去に、本研修（海外研修）に参加された経験のないこと。
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研修名 場所 日程 内容

国内事前研修①
JICA
横浜

2023年6月24日（土）

・本研修概要・派遣国・視察先の説明

・海外研修準備（渡航手続き、

健康/安全管理、素材収集の方法）

開発教育教員セミナー
（基礎編）

JICA
横浜

2023年7月8日（土）
・開発教育のワークショップの体験

・教材研究の方法

国内事前研修②
JICA
横浜

2023年7月15日（土）
16日（日）

・開発教育のワークショップの体験

・教材研究の方法

・前回参加教員との交流

海外研修
ブラ
ジル

2023年7月30日（日）
～8月 12日（土）

・開発途上国の現場体験
・教材研究のための素材収集

国内事後研修① ※ 2023年8月26日（土）
・研修先で得た素材の整理

・教材・授業案・ワークショップの作成
国内事後研修② ※ 2023年9月16日（土）

実践授業 所属先
2023年9月

～2023年12月
・各所属先における授業実践等

開発教育教員セミナー
（応用編）

※
2024年1月13日（土）

14日（日）

※実践授業報告も行います。

・開発教育のワークショップの体験

・参考事例発表

・教材研究の方法

最終報告会
※

／山梨

2024年2月～3月
※神奈川県、山梨県で

各1回実施予定
・実践授業の報告発表会

※2023年8月以降はJICA横浜施設改修工事のため、別会場（神奈川県内）での実施を予定しております。



参加費用
参加者の個人負担とJICAの負担は下記のとおりです。

募集人数

個人負担経費 JICA負担経費

国内研修

JICA横浜での

研修、報告会

・食費

・パスポート取得にかかる費用

・予防接種代(必要に応じて)

・その他個人的費用

・JICA横浜周辺ホテルでの宿泊費

・査証代

・海外旅行傷害保険加入費

・自宅最寄駅・バス停からJICA横浜までの往復交通費

（経済路線）

海外研修

・食費※1

・宿泊費※1

・追加保険の加入費用

・その他個人的費用

・往復渡航費※2

・自宅最寄り駅・バス停から羽田空港もしくは成田空港

までの往復交通費（JICA規定による路線）

・羽田もしくは成田空港および海外での空港使用税

・現地視察に必要な費用（車両傭上など）

※1 現地での食費と宿泊費（10日分）は合わせて、13万円程度とお考え下さい。
尚、金額はあくまで目安ですので、変動する可能性があることをあらかじめご了承ください。

※2 海外研修に係る宿泊施設および往復航空便は、安全面等を考慮しJICAで手配決定します。

10名程度（応募書類および面接にもとづき選考を行います。）

応募方法および応募締切

選考方法

所定の応募用紙に必要事項をもれなくご記入の上、JICA横浜開発教育教員向け研修運営事務局宛に
郵送ください（郵送先住所は本要項の最終頁に記載してあります）。

2023年5月26日（金）必着
お送りいただきました応募用紙及び写真は返却いたしませんので、予めご了承ください。
なお、応募用紙はJICA横浜のホームページからダウンロードしてください。
http://www.jica.go.jp/yokohama/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html

一次選考（書類審査）と二次選考（面接審査）にもとづいて候補者を選抜します。
① 5月下旬～6月初旬：一次選考（書類審査）結果通知予定
※合否によって連絡時期が異なることがあります。

② 6月初旬～中旬：二次選考（面接）実施予定（日時は当方から指定）
※山梨県の教員の方は、山梨県甲府市内で実施予定（日時は別途調整します）

③ 6月中旬：二次選考（面接）結果通知予定
※合否に関する照会は一切お答えできません。

注意事項
① 年次休暇・研修（職専免）等研修中の服務の扱いは所属先の判断によりますので、ご自身でご確認
ください。

② 本事業は研修であり、JICAにおける労災保険等の適用はありません。

③ 所属先の業務出張扱いにて参加される場合は、各所属先の責任において、参加期間中の業務上
災害に対する補償措置を行ってください。尚、JICAは出張命令依頼書等の発出を行いません。

④ 研修の対象者として決定された場合においても、他の参加者の妨げになると判断された方、また、
定められた活動に参加できない方については、国内研修中、海外研修中を問わず、研修対象者と
しての資格を失うことがあります。研修中に研修対象者としての資格を失った場合、キャンセル料等
（交通費、旅費、保険料等）は、当該者の全額負担となります。特に海外研修中においては、帰路
の旅費も当該者の負担となりますのでご了承ください。

⑤ 現地の社会状況などの理由により、研修内容の変更、研修日程の延期・中止の場合もございます。
ご了承ください。
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http://www.jica.go.jp/yokohama/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html


報告書の提出等

帰国後は2週間以内に海外研修報告書(所定様式：A4・4頁程度)を提出していただきます。
実践授業をJICA横浜のスタッフが参観させて頂きますので、予めご承知ください。
授業またはその他の教育活動での実践を報告書(所定様式：A4・10頁以内)にまとめ、帰国後5ヶ月
以内に提出していただきます。また、2月初旬に実施予定の報告会で実践授業の報告発表をしてい

ただくとともに、すべての事例をホームページに掲載し、一般公開いたしますので、予めご了承願い
ます。
過年度の実践報告書は次のサイトからご覧いただけます。
http://www.jica.go.jp/yokohama/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html

現地研修での訪問先（予定）

訪問先 内容

JICA海外協力隊との意見交換会
日系社会青年海外協力隊や日系社会シニア海外協力隊から

活動の様子を聞き、現地への理解を深める

帰国研修員との交流
ブラジルから日本へ研修に行った経験がある日系人との交

流会にて、日系人が日本で体験したことなどを学ぶ

JICA国際協力プロジェクト視察

JICAの実施する技術協力事業や草の根技術協力（自治体や

NGOとJICAが連携し実施）を視察し、国際協力への理解を

深める。

日本移民資料館見学
日系社会の変化や日本企業の進出、ブラジル社会における

日系人の活躍などを学ぶ

児童福祉施設訪問
周辺地域の児童が通う施設にて、子どもたちや職員と交流

し、ブラジル社会の一面を学ぶ

国立アマゾン研究所 事業視察
自然環境や生物保護の活動を視察し、技術協力や生物の多

様性への理解を深める

市場訪問
ブラジルならではの食品や民芸品などを扱う市場を訪問し、

市民の生活を理解するとともに、教材・素材を入手する

学校訪問
授業見学や、児童生徒との交流から、ブラジルの学校の様

子を理解する

日系人との交流
日本人移民の方々の農場などの視察や生活様式に触れるこ

とで、日本人移民についての理解を深める

下記訪問先は予定です。現地の都合等により
変更になることがあります。

http://www.jica.go.jp/yokohama/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html


2023年度 JICA横浜 教師海外研修

※参加申し込みにおいて入手した個人情報は、JICAが行う開発教育支援事業のみに使用いたします。
※業務の一部を株式会社メディア総合研究所に委託しています。

過去の参加者の声

自分一人では得られない気づきや多角的な捉え方
を、仲間たちとの支え合いの中で広げられたことが
何よりも大きな収穫となった。そのため、「吸収する
こと」に関しては、目的やねらいをしっかりと達成す
ることができたと感じている。

小学校訪問の様子

日系人の方々との交流の様子

世界中のどこにいても、本やインターネットで現地
の情報についてある程度得ることはできる。しかし、
現地で生きている人たちの想いについては、現地に
行かなくては触れることはできない。今回のブラジ
ルへの研修での一番の収穫は、人々の想いに触れ
ることができたことだと考える。

自分らしく生きるためには、自分自身による自己表現と、周
囲が自分を受け入れてくれるという安心感の双方が必要だと
いうことを学んだ。ブラジルの高校生からは「difference is 
beautiful」や「周りが個性を尊重してくれる」という声が上がっ

た。安心して違いを出せる社会ができあがったら、私たちは
より生きやすくなると感じ、そのような感覚を持った中学生を
育成したいと思った。

現地でのふりかえり会の様子

お申し込み・お問い合わせ

株式会社メディア総合研究所
JICA横浜開発教育教員向け研修運営事務局

TEL：0120-441-172 FAX：03-6665-8852 
E-mail：jica-yokohama@mediasoken.jp
住所：〒108-0073

東京都港区三田3-13-12三田MTビル8階


